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本格的マーケティング分野のアウトソーシング時代を
切り拓きたいという思いで創業。

人と人との接点そのすべてをビジネスフィールドとして、
常にお客様の笑顔と満足を追求し、明るく活力ある
社会の創出に貢献する。

ヒト・コミュニケーションズグループは、

販売・営業・サービス分野を中核とした

「営業支援企業グループ」です。

ヒトコムグループとはどんな会社か

【事業テーマ】

【創業以来のテーマ】
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第1ステージ
成果追求型

営業支援企業を
構築するｽﾃｰｼﾞ

第2ステージ
株式公開への挑戦

第3ステージ
上場企業として

安定した成長基盤づくり

第4ステージ

～マーケティングの
未来創造企業へ～

会社設立以来24期連続の増収、今期（第25期）は730億円を目指す

当社売上高推移

設立
（計画）

61

：その他事業

：EC・TC支援事業

：人材派遣事業

：アウトソーシング事業
ECプラットフォーム活用
受託・支援事業への参入

インサイドセールス
事業への参入

96
121 127 140

173 188
203

222
263

288

347

623 638

715

売上1,000億円へ
チャレンジ

（億円）
CVCの設立

ベンチャー企業との
資本業務提携強化

730

JASDAQ
上場

東証2部
上場

東証1部
上場
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ヒトコムHDの2020年８月期市場トピックス

2019年９月 2020年３月
上期 下期

2020年８月期：2019年９月～2020年８月

【市場トピックス】
• ラグビーワールドカップ2019日本大会の開催
• インバウンド需要の拡大
• 楽天モバイル社の参入による業界の活性化

【市場トピックス】
• 緊急事態宣言による店舗休業・時短営業の発生
• 海外渡航、インバウンドの規制
• スポーツ・イベントの開催規制
• オリンピック・パラリンピックの開催延期

新型コロナウイルス感染症の顕在化

（出典）国立感染症研究所

2020年２月 2020年８月

中間決算 本決算第24期スタート

中間決算
上方修正発表
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決算ハイライト

71,499百万円
前年同期比112.0 ％

 ECプラットフォーム活用支援・受託事業の支援サイト数増加とEC需要を捉えた売上拡大

非対面営業ニーズの高まりを捉え、ITを活用したインサイドセールスの堅調な成長

販売系営業支援が好調に推移、特に５G需要の高まり等を受けた通信・モバイル分野がけん引

3,149百万円
前年同期比105.3 ％

デジタルマーケティング分野（EC支援、インサイドセールス 他）の拡大による収益の増大

通信・モバイル分野等の販売系営業支援が好調に推移し、収益へ貢献

効率的な営業体制の構築や、徹底したコスト構造の見直しによる生産性の向上に成果

アパレル業界の不振が続くなか、人気キャラクターなどの有力ライセンスを活用したホールセール事

業が好調に推移

売上高

営業利益

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、ツーリズム分野を中心に厳しい事業環境であったものの、ここ
数年来取組みを強化してきたデジタルマーケティング分野の事業規模が飛躍的に拡大し、業績をけん引。
特に、消費行動の変化を捉え、ECプラットフォームを活用したEC受託・支援事業や、非対面営業のニーズ
拡大によるインサイドセールスが大きく成長。
これまで築いてきた事業ポートフォリオにより、ツーリズム分野へのマイナス影響をカバーし、売上高、経常利益
において前年同期実績を２桁上回る結果で着地。

※前年同期比については、株式会社ヒト・コミュニケーションズの業績を加味した数字との比較となります。

3,361百万円
前年同期比111.9 ％

本来「営業利益」に計上される数字が、新型コロナウイルス感染症拡大による休業等の措置によ

り営業外収益に計上され、経常利益は２桁の増益

経常利益



2020年８月期 決算概要
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2020年８月期決算概要（損益計算書）

2019年8月期実績
2020年8月期

実績 通期計画前期比（増減額） 計画比（増減額）

売上高 63,819
（100.0%）

71,499
（100.0%）

112.0％
（+7,679）

72,000
（100.0%）

99.3％
（△500）

アウトソーシング事業
（シェア）

19,933
（31.2%）

22,106
（30.9%）

110.9％
（+2,172）

23,500
（32.6%）

94.1％
（△1,393）

人材派遣事業
（シェア）

9,032
（14.2%）

7,329
（10.3%）

81.1％
（△1,703）

9,380
（13.0%）

78.1％
（△2,050）

EC・TC支援事業
（シェア）

26,857
（42.1%）

31,533
（44.1%）

117.4％
（+4,675）

28,400
（39.4%）

111.0％
（+3,133）

ホールセール事業
（シェア）

7,309
（11.5%）

7,706
（10.8%）

105.4％
（+396）

7,385
（10.2%）

104.4％
（+321）

その他の事業
（シェア）

686
（1.1%）

2,823
（3.9%）

411.5％
（+2,137）

3,335
（4.6%）

84.7％
（△511）

売上総利益
（対売上比率）

11,200
（17.6%）

12,607
（17.6%）

112.6％
（+1,406）

13,047
（18.1%）

96.6％
（△439）

販売管理費
（対売上比率）

8,209
（12.9%）

9,457
（13.2%）

115.2％
（+1,248）

9,697
（13.5%）

97.5％
（△239）

営業利益
（対売上比率）

2,991
（4.7%）

3,149
（4.4%）

105.3％
（+157）

3,350
（4.7%）

94.0％
（△200）

経常利益
（対売上比率）

3,004
（4.7%）

3,361
（4.7%）

111.9％
（+356）

3,370
（4.7%）

99.7％
（△8）

親会社株主に帰属する
当期純利益(対売上比率)

1,723
（2.7%）

1,370
（1.9%）

79.5％
（△353）

1,900
（2.6%）

72.2％
（△529）

単位：百万円、（）内は構成比／増減額
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親会社株主に帰属する当期純利益の考え方

コロナ禍で最も大きな影響を受けたツーリズム事業において、今後の市場環境の見通しが不
透明であり、変動要因も大きいことから、将来的なリスクを回避するため、対象事業（JATS、
TCA、ジャパンリムジンサービス、トライアングル）の固定資産を一括して減損処理

• 2020年８月期下期に入り、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、国内外の旅行・イベント需要が
大幅に減少し、ツーリズム関連事業の業績が急速に悪化。

• Go To キャンペーン等の活性化策により、国内旅行業については回復の傾向が見られてきているが、今
後の市場見通しは不透明。

• 今回、一括して減損処理を行うことで、将来の不透明な市場環境変化による想定外の事業リスクを積
極的に回避。

• 今後のリスクは、事業損益のみに限定。

【減損処理の背景と今後の見通し】

のれん減損 固定資産減損 合計

△336.9 △82.8 △419.7

2021年８月期
償却費減少額

△62.3

【減損処理の規模】
（百万円）
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セクター別 売上高実績

※当社は、事業をより実態に即した経営数値で管理を行うため、6つのセクターでの管理も行っております。

27,228 

（42.7％）

33,106

（46.3％）

20,865 

（32.7％）

22,140 

（31.0％）

5,290

（8.3％）

5,637 

（7.9％）
7,309 

（11.5％）

7,706

（10.8％）
1,185 （1.9％）
1,939（3.0％）

2,152 （3.0％）

2019年8月期 2020年8月期

ｾｰﾙｽﾋﾞｼﾞﾈｽ
支援755
（1.1%）71,499

63,819

売上高
百万円/( )は構成比

ホールセール

＜ｱﾊﾟﾚﾙ商材などのﾎｰﾙｾｰﾙ事業＞
・人気キャラクター等のライセンス事業の好調や、郊外型取引先の業績好調が追い風

前期比 +5.4％（+396M）

ツーリズム・スポーツ

＜観光･ｽﾎﾟｰﾂ･MICE･ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ事業＞
・上期は、空港・ホテル等、訪日外国人向けアウトソーシング事業やランドオペレーティン
グ事業が好調
・ラグビーW杯2019やスポーツイベント等を対象としたスポーツ事業が成長
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、下期において当該セクターは大幅な縮
小を余儀なくされたものの、通期業績は前期を上回る

前期比 +6.6％（+347M）

その他

＜ｺｰﾙｾﾝﾀｰ 他＞
・コロナ禍における各種の政府経済施策の業務運営を受託したことにより売上が拡大

前期比 +11.0％（+213M）

ｾｰﾙｽﾋﾞｼﾞﾈｽ支援

＜外訪型営業支援＞
・キャッシュレス決済の外訪型営業ニーズが一巡

前期比 △36.3％（△430M）

＜通信ﾓﾊﾞｲﾙ・家電・ｽﾄｱｻｰﾋﾞｽ等販売支援事業＞
・モバイル商材の全国を対象とした販売業務運営受託による売上拡大
・５G需要等の高まりを受け、通信・モバイル商材の販売支援が拡大

販売系営業支援 前期比 +6.1％（+1,274M）

デジタル営業支援

＜EC･TC支援・受託事業、ｲﾝｻｲﾄﾞｾｰﾙｽ事業 他＞
・消費行動の変化を捉えた既存・新規サイト数の増加やEC需要の高まりによる売上拡大
・昨期中から連結したインサイドセールス受託事業のSALES ROBOTICSの業績が好調
（＋864M）

前期比 +21.6％（+5,877M）
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セクター別 半期別売上高実績

コロナ禍影響を受けた下期において、観光・スポーツ等の市場縮小やクライアントの店舗
休業等により、ツーリズム・スポーツや販売系営業支援が前年を下回ったものの、全体で
は前年同期比２桁増となる着実な成果。

（△59.1％）

（△3.7％）

（+21.6％）

（+6.1％）

（+6.6％）

（+5.4％）

（△36.3％）

（＋13.2％）

（△17.4％） （+11.0％）

（+37.2％）

（+7.9％）

（+3.5％）

（+29.9％）

（＋2.9％）

（△58.9％）

（＋79.1％）

（＋16.5％）

（＋7.3％）

31,834

35,300

63,819

71,499

31,985

36,198

（＋10.9％） （＋12.0％）
（百万円） （百万円）（百万円）



2021年８月期 計画
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2019年8月期実績
2020年8月期 2021年8月期

実績 計画前期比（増減額） 前期比（増減額）

売上高 63,819
（100.0%）

71,499
（100.0%）

112.0％
（+7,679）

73,000
（100.0%）

102.1％
（+1,500）

アウトソーシング事業
（シェア）

19,933
（31.2%）

22,106
（30.9%）

110.9％
（+2,172）

23,990
（32.9%）

108.5％
（+1,883）

人材派遣事業
（シェア）

9,032
（14.2%）

7,329
（10.3%）

81.1％
（△1,703）

7,300
（10.0%）

99.6％
（△29）

EC・TC支援事業
（シェア）

26,857
（42.1%）

31,533
（44.1%）

117.4％
（+4,675）

32,310
（44.3%）

102.5％
（+776）

ホールセール事業
（シェア）

7,309
（11.5%）

7,706
（10.8%）

105.4％
（+396）

7,900
（10.8%）

102.5％
（+193）

その他の事業
（シェア）

686
（1.1%）

2,823
（3.9%）

411.5％
（+2,137）

1,500
（2.1%）

53.1％
（△1,323）

売上総利益
（対売上比率）

11,200
（17.6%）

12,607
（17.6%）

112.6％
（+1,406）

12,867
（17.6%）

102.1％
（+259）

販売管理費
（対売上比率）

8,209
（12.9%）

9,457
（13.2%）

115.2％
（+1,248）

9,367
（12.8%）

99.0％
（△90）

営業利益
（対売上比率）

2,991
（4.7%）

3,149
（4.4%）

105.3％
（+157）

3,500
（4.8%）

111.1％
（+350）

経常利益
（対売上比率）

3,004
（4.7%）

3,361
（4.7%）

111.9％
（+356）

3,600
（5.0%）

107.1％
（+238）

親会社株主に帰属する
当期純利益(対売上比率)

1,723
（2.7%）

1,370
（1.9%）

79.5％
（△353）

1,880
（2.6%）

137.1％
（+509）

2021年８月期計画（損益計算書）
単位：百万円、（）内は構成比／増減額
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前期比 +2.0％(+434M)

33,106 
(46.3％)

35,000
(47.9%)

22,140
(31.0%)

22,575
(30.9%)

7,706

(10.8％)

7,900

(10.8%)

5,637 (7.9%)
4,555(6.2%)

800（1.1％）2,152（3.0％）
2,170（3.0％）

2020年8月期 2021年8月期

計画

ｾｰﾙｽﾋﾞｼﾞﾈｽ
支援755
（1.1%）

販売系営業支援

ホールセール

デジタル営業支援

その他

ﾂｰﾘｽﾞﾑ・ｽﾎﾟｰﾂ

前期比 ＋0.8％(+17M)

前期比 +6.0％(+44M)

73,000

前期比 +2.5％(+193M)

前期比 △19.2％(△1,082M)

前期比 ＋5.7％(+1,893M)売上高
百万円/( )は構成比

ｾｰﾙｽﾋﾞｼﾞﾈｽ支援

71,499
＜EC・TC支援・受託事業、ｲﾝｻｲﾄﾞｾｰﾙｽ事業 他＞

・消費行動の変化を捉えた既存ECサイトの運営強化、食品分野など新業
態への取組み強化

・非対面型営業ニーズの高まりを受けたインサイドセールスの営業強化

・オンライン接客等デジタルマーケティングを活用した販売支援の強化

＜ｺｰﾙｾﾝﾀｰ 他＞

＜外訪型営業支援＞

・キャッシュレス化需要に対応した外訪型営業の受注強化

＜観光･ｽﾎﾟｰﾂ･MICE･ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ事業＞

・ツーリズム事業は、Go Toキャンペーンによる一定の効果を見込むものの、
業績の好転は見込まず

・オリンピックは開催の大幅な簡素化を想定

＜ｱﾊﾟﾚﾙ商材などのﾎｰﾙｾｰﾙ事業＞

・人気キャラクターやインフルエンサーを活用したライセンスビジネスの強化

＜通信ﾓﾊﾞｲﾙ・家電・ｽﾄｱｻｰﾋﾞｽ分野等販売支援事業＞

・５G需要の高まりなどを背景に活性化する通信モバイル分野での取引拡大

・EC需要の増加により活況な物流分野を中心とした店舗支援の拡大

セクター別 売上高計画
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デジタルマーケティング分野の拡大

デジタルマーケティングの取組み強化に伴い、デジタル販売支援セグメントの構成比が拡大

※デジタルビジネスポートフォリオ
EC支援（BBF）、インサイドセールス（SALES ROBOTICS）
システム開発事業（SALES ROBOTICS・LOWCAL）

2019年8月期
売上高 638.1億円

2020年8月期
売上高 714.9億円

2021年8月期計画
売上高 730.0億円

2019年8月期 2020年8月期 2021年8月期計画

売上高 構成比 売上高 前年増減 構成比 売上高 前年増減 構成比

デジタルビジネス 272.0億 42.6% 338.9億 +66.9億 47.4% 350.0億 +11.1億 47.9%

非デジタルビジネス 366.1億 57.4% 376.0億 +9.9億 52.6% 380.0億 +4.0億 52.1%

デジタル

47.9％
非デジタル

52.1％
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※当ページ記載の1株当たり配当金は、2012年4月30日株式分割(1対2)、2013年1月31日株式分割(1対2)、2016年1月31日株式分割(1対2)を遡及計算して記載しております。

配当計画

（計画）

配当性向20％を目途に、成長投資とのバランスを取りながら、安定的な増配を実現
2021年8月期は１円増配し、上場以来10期連続増配の21.5円（配当性向：20.4％）を計画

6.875

10.25 10.5
11.25 11.5

12.75 13

15

18.5

20.5
21.5（＋1.0円）

（円）

JASDAQ上場
記念配当

東証二部上場
記念配当

持株会社制
移行記念配当



2021年８月期 取組みトピックス
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ヒトコムHDのデジタルトランスフォーメーション

ヒューマン営業支援
プラットフォーム
（ヒト力）

EC支援プラットフォーム

デジタル営業支援機能の強化

オンライン接客 電子チケット

有望ベンチャーとの業務提携を
通じた先端テクノロジーの活用

ファッション・スポーツEC支援

TVコマース

ファッション企画・製造・卸

• 約120サイトの運営実績
• 事業規模は約400億円

グループ内ソリューションの活用

CVCを通じたスタートアップ企業との資本業務提携

組織運営力 人材育成力

成果追求力 エリア対応力

企画・開発力 集客・販売力

安定運営力 ローコスト運営

家電・通信

店舗支援

ツーリズム・スポーツ

【グループ内デジタル系企業】 AIビーコン

Web面談

先進的営業支援を実現

オムニチャネル
営業支援

チャットボット

りょく

ライブコマース

データマーケティング 他

ヒトコムHDのリソースを
活用した事業拡大支援

ヒトコムHDのリソースを
活用した事業拡大支援
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【インサイドセールス市場の拡大背景】 【SALES ROBOTICS社の売上成長推移】

インサイドセールスの有効性への認知が
急速に拡大

今期の取組みトピックスⅠ
インサイドセールス事業の飛躍的拡大

1,102
1,220

1,621

2,170（百万円） グループ化

＋25％の成長を実現

• リモートワーク／非対面による生活様式の定着

• 労働力人口減少による労働生産性への関心の

高まり

• CRM／SFAの普及・一般化
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＜成果報酬型ビジネスモデル＞ ＜フルフィルメントサービス＞

【EC市場の拡大背景】 【EC事業の売上成長推移】 食品・化粧品・エレクトロニクス
分野への参入強化

時間や場所にとらわれない購買ニーズの増加
消費行動の変化

ECサイトの企画・デザインから販売、決済、物流等の流れを
一貫して受託

ブランド専門サイトを対象に、圧倒的な売る力により、ブランド力
を向上させ、サイト売上を伸ばすことで、収益を上げていく成果
追求型モデル

• コロナ禍での密を避ける「新しい生活様式」の定着

• 共働き世帯・単身世帯の増加

• スマートフォンの普及

（百万円） （サイト数）

今期の取組みトピックスⅡ
EC支援プラットフォームの事業拡大
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コロナ禍により高まった営業手段の非接触化～デジタルシフトを支援

企画制作スタジオ

撮影
配信

2020年10月 「オンライン接客」 サービス開始

ヒトコムが保有する15,000人を超えるプロ営業・販売人材を活用し、在宅
勤務を含め、勤務地を限定せずにリモートで接客。接客データの分析を通
じて、クライアントの生産性の向上やデジタルマーケティングの強化に貢献。

2020年11月 「デジタルデータマーケティング」 サービス開始
予定

店舗やサービス拠点に設置したビーコン（センサー）が、お客様の消費行
動や属性データを収集し、ターゲティングされたリピートの促進、広告配信を
実施。ビッグデータ活用による販売支援を推進。

2020年12月 「LIVEコマース」 サービス開始予定

次世代ECの技術として期待されるLIVEコマースを活用し、コロナ禍で失わ
れたリアルの売り場をネット上に創出。ECプラットフォームの新たな支援策とし
てクライアントの売上拡大に貢献。

今期の取組みトピックスⅢ
新たなデジタル営業支援機能を活用したビジネスモデル

本社内に事業創造推進室を新設し、デジタルを活用した営業支援の飛躍的な拡大を目指す

【取組み事例】

他
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背景と狙い

コロナ禍による営業現場の縮小にあって、新たな人材活用領域を自ら
創出。

「ヒト力×DX」を活用したヒトコム独自の店舗営業スタイルを展開。

内容

DXを活用した近未来型体験レストランをテーマに、集客からスタッフの
配置、仕入れや注文にいたるまで、最先端のテクノロジーを活用し、労
働集約型ではない、新たなビジネスモデルを構築する。

フロア接客

デジタル接客
ロボット配膳

顧客管理

顔認証
AIレジ

AIビーコン

オーダー

モバイル
オーダー＆
デリバリー

共食共遊
空間の提供

リモート会食
AR・VR環境

仕入れ
最適化

5Gアセット
トラッキング

環境・三密
対策

環境センサー
映像解析AI

りょく

今期の取組みトピックスⅣ
最先端テクノロジーを活用した飲食ビジネスへの参入

コロナ禍において厳しい環境が継続する飲食業界において、最先端テクノロジーを活用した近未来型の飲食ビジ
ネスの創造を目指し、実証実験を開始
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• 政府や自治体のPPP/PFI制度活用拡大により大型案件が増加する中、パブリックビジネス事業推進室を新設し、アプローチ
を強化していく。

• これまでの施設・イベント運営のノウハウに加え、営業支援リソース（ヒト力×IT）を活かし、参入強化を図る。
⇒誘客・施設運営・グッズ販売・Web管理等の業務の一括受託を目指す。

PPP（Public Private Partnership（官民連携事業））
官民連携事業の総称であり、PFI以外にも、指定管理者等の制度の導入、包括的民間委託、民間事業者への公有地の貸し出しなどの事業手法がある。
PFI（Private Finance Initiative（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ））
公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法。

【参考】拡大するPFI事業

出典：令和元年９月 内閣府 民間資金等活用事業推進室

ヒトコムの蓄積してきたノウハウや営業支援リソースを活用し、点のサービスを線につなげたソリューションを提供

2019年度事業規模
件数：740件
金額：62,361億円

りょく

今期の取組みトピックスⅤ
パブリックビジネスの強化
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【ホールセール事業の売上成長推移】

（百万円）

【ホールセール事業の強み】

付加価値のある独自製品を活用した
高い企画提案力と柔軟な生産体制

【保有ライセンス例】 【クライアント企業とのコラボレーション例】

• 「鬼滅の刃」「サンリオ」「刀剣乱舞」など約200件の

高付加価値ライセンスを保有

• 企画、デザイン、生産、卸を自社内で完結できる一

気通貫の事業体制

2021年８月期は＋4.4％成長を目指す

今期の取組みトピックスⅥ
ライセンスを活用したホールセール事業の拡大

7,310

7,688

8,026



【参考資料】
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2019年8月期末
2020年8月期末

主な増減要因
前期末増減

流動資産 14,967
(61.0%)

18,679
(68.0%)

+3,712
現金及び預金 ＋2,002百万円
受取手形及び売掛金 ＋1,959百万円
商品 △240百万円

固定資産 9,562
(39.0%)

8,795
(32.0%)

△766
投資有価証券 ＋210百万円
関係会社株式 △876百万円

資産合計 24,529
(100.0%)

27,475
(100.0%)

+2,945

流動負債 7,794
(31.8%)

10,540
(38.4%)

+2,746
買掛金 ＋1,668百万円
短期借入金 ＋265百万円
未払金 +220百万円
未払法人税等 +381百万円

固定負債 5,312
(21.7%)

4,526
(16.5%)

△786 長期借入金 △821百万円

負債合計 13,106
(53.4%)

15,066
(54.8%)

+1,959

純資産合計
(自己資本比率)

11,423
(43.9%)

12,408
(42.4%)

+985 利益剰余金 ＋980百万円

負債純資産合計 24,529
(100.0%)

27,475
(100.0%)

＋2,945

2020年８月期決算概要（貸借対照表）
単位：百万円、（）内は構成比
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2019年8月期 2020年8月期

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,459 3,663

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲3,424 ▲531

フリー・キャッシュ・フロー ▲965 3,131

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,781 ▲1,297

現金及び現金同等物の増減額 810 1,825

現金及び現金同等物の期首残高 5,985 6,796

現金及び現金同等物の期末残高 6,796 8,734

単位：百万円

2020年８月期決算概要（CF計算書）
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2021年8月期

第2四半期計画 通期計画前年同期比 前期比（増減額）

売上高 35,500
（100.0%）

98.1％
（△698）

73,000
（100.0%）

102.1％
（+1,500）

アウトソーシング事業
（シェア）

11,065
（31.2%）

94.9％
（△600）

23,990
（32.9%）

108.5％
（+1,883）

人材派遣事業
（シェア）

3,675
（10.4%）

85.0％
（△649）

7,300
（10.0%）

99.6％
（△29）

EC・TC支援事業
（シェア）

16,055
（45.2%）

112.3％
（+1,761）

32,310
（44.3%）

102.5％
（+776）

ホールセール事業
（シェア）

3,967
（11.2%）

107.0％
（+259）

7,900
（10.8%）

102.5％
（+193）

その他の事業
（シェア）

738
（2.1%）

33.4％
（△1,470）

1,500
（2.1%）

53.1％
（△1,323）

売上総利益
（対売上比率）

6,270
（17.7%）

94.2％
（△388）

12,867
（17.6%）

102.1％
（+259）

販売管理費
（対売上比率）

4,570
（12.9%）

95.9％
（△194）

9,367
（12.8%）

99.0％
（△90）

営業利益
（対売上比率）

1,700
（4.8%）

89.8％
（△194）

3,500
（4.8%）

111.1％
（+350）

経常利益
（対売上比率）

1,780
（5.0%）

93.1％
（△132）

3,600
（5.0%）

107.1％
（+238）

親会社株主に帰属する
当期純利益(対売上比率)

970
（2.7%）

87.2％
（△142）

1,880
（2.6%）

137.1％
（+509）

単位：百万円、（）内は構成比／増減額
2021年8月期の計画（上期・通期）
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電子機器の利活用促進による
ペーパーレス化

スタートアップ企業の成長に
寄与する資本業務提携促進

充実した研修制度を通じた
プロ人材の育成

障がい者雇用の推進など
平等な雇用機会の提供

ツーリズム・スポーツ等の
運営・支援を通じた地域振興

エコツーリズムの促進

コーポレートガバナンスの強化
情報発信の強化

Environment
（環境）

Society
（社会）

Governance
（企業統治）

ESG/SDGsの取組み

ヒトコムグループの幅広いリソースを活用し、世の中の課題に対して新価値を提供し、社会から信頼され、
必要とされる企業を目指す

• ヒトコムグループは、「マーケティングの末来創造企業」を目指し、ヒト力とITを掛け合わせることで、事業領域を拡大するとともに、
専門性を高め続けることにより、新たなステージへの挑戦を継続しています。

• 世の中が大きく変化するなか、事業活動を通じ、ヒトコムならではの価値提供により、持続可能なより良い社会の実現に貢献
します。

事業創造による雇用の創出・促進
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マーケティングの未来創造企業へ

このプレゼンテーション資料には、現時点の将来に関する前提や見通しに基づく予測が含まれております。実際の業績は、その時々の状況や多様な要因により変更を余儀なく
されることがあります。なお、変更があった場合でも当社は本資料を改定する義務を負いかねますので、ご了承ください。
また、本資料のいかなる部分も一切の権利は株式会社ヒト・コミュニケーションズ・ホールディングスに属しており、電子的または機械的な方法を問わず、いかなる目的で

あれ、無断で複製または転送等を行わないようお願い致します。

【 連絡先 】 株式会社ヒトコミュニケーションズHD IR・広報部 鷲森
【 所在地 】 東京都豊島区東池袋1丁目9番6号
【 ＴＥＬ 】 03-5979-7749


